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1国立環境研究所 岡 和孝

気候変動による影響と適応

・気候変動による影響はすでに顕在化している。
・短時間でたくさんの雨が降る（１時間降水量50mm以上）回数は増加。
・世界平均気温の上昇により、今後もさらに増加することが予想されている。
・気候変動影響を考慮した気候変動適応が必要。

図：1 時間降水量50㎜以上の年間発生回数の変化

世界平均気温2℃上昇時

約1.6倍に増加

約2.3倍に増加

世界平均気温4℃上昇時



2国立環境研究所 岡 和孝

気候変動適応e-learningの開発
・企業が将来予測を踏まえた効果的な対策を行うためには、高い気候変動適応能力を備え
た人材が必要。
・そのため、企業の人材育成を目的とした研修プログラムの１つとしてe-learningを開発。
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気候変動適応e-learningの開発
・教材は各単元１０分程度の動画で構成、各単元修了ごとに設問を実施

・基礎的な内容に加え、特定分野も用意 ニーズに分けて受講可能

・スマート防災課題における他の成果物の動画作成も検討中

No, タイトル

1 気候変動の影響・適応

2 企業と取り巻く環境

3 気候変動適応による効果

4 リスクと機会

5 気候リスクと機会の洗い出し

6 重要な物理的リスク・機会の特定と適応策の実践

7 適応策の実施と適応事例

8 機会を活用した適応ビジネス

9 総括

No, タイトル

1 水災害リスクの現状と将来の予測

2 水災害への適応における検討と事例

No, タイトル

1 シナリオを用いた分析の概要

2 リスク・機会による事業インパクト評価

【基礎】 【特定分野 “水災害”】

【特定分野 “シナリオ分析”】

国立環境研究所 岡 和孝
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企業研修プログラム
・オンサイトで行う企業向け研修プログラムを構築

・事前にe-learningを受講することで効果的な学習が
可能

・ワークショップ実施によって、より実践的な対策の検討
を行う。

国立環境研究所 岡 和孝

No, 研修教材

1 将来予測のためのシナリオ分析手法とその考え方

2 気象予測に用いられるデータの活用と事例

3 主に水災害にかかる気候変動影響評価手法

4 サステナビリティ関連の開示要請とその対応

No, ワークショップテーマ

1 自社の物理的リスクと機会の把握、適応策の検討

2 適応策実践のための自社内への啓発と課題
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国立環境研究所 気候変動適応センター

国立環境研究所 岡 和孝

• 気候変動適応センター（CCCA）が中核となり，情報の収集・整理・分析や研究を推進
• 成果の提供や技術的助言を通じて，気候変動適応策の推進に貢献



6

A-PLAT（気候変動適応情報プラットフォーム）のご紹介

国立環境研究所 岡 和孝

A-PLATはこちら
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